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A randomized controlled trial of liraglutide versus insulin detemir plus sitagliptin: effective switch 
















用いて HbA1c7.3%以下の 2 型糖尿病患者 90 例をリラグルチド群（0.9mg/day）及びデテミル
群（+シタグリプチン 50mg/day）に無作為に割り付け，24 週間の追跡を行った．主要評価





無作為に割り付けられた患者 90 例のうち，最終的に 82 例（リラグルチド群：39 例，デテ
ミル群：43 例）が追跡完了となった．ベースライン値から 24 週後の HbA1c 変化量はそれ
ぞれ 0.1±0.9% vs. 0.3±0.8%と両群間で HbA1c 変化量に有意差を認めなかった（p=0.46）．ベ
ースライン値から 24 週後の体重の変化量はそれぞれ-1.1±3.2 ㎏ vs 0.4±2.7 ㎏(p= 0.020)とリ
ラグルチドはデテミル+シタグリプチンに比べて有意に体重を減少させた．糖尿病治療満足
度調査（DTSQ）は，総合的な治療満足度を示している‘Overall’スコアは，リラグルチド群
でベースライン:25.2 ± 7.4，24 週時点: 29.9 ± 5.3 となり切り替え前後で有意な改善を認めた


































































以上, 本研究は, 従来, 確証の乏しい強化インスリン療法で血糖管理された 2 型糖尿病
患者に対する，1日 1回注射への切り替えによるリラグルチド群およびデテミル群の有効性，
安全性の比較, 検討に関して言及した有意義な研究であり, 臨床的価値は高い. 質問に対
する申請者の回答は適確であり, 本研究についての背景に関する理解も深い.よって医学
博士の学位に値するものと判定した. 
 
